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１．はじめに 

2025年度シラバスを作成するにあたりまして、2024年度シラバスの内容を初期情報として登

録させていただいております。 

シラバスを作成する際は「学位授与の方針との関連」にご留意いただき、作成をお願いいた

します。 

令和２年４月から高等教育の修学支援新制度が施行されたことに伴い、シラバスに実務経験

のある教員（本学に就任前の経歴で大学等の教員以外の経歴を有する者）による授業科目であ

ることを表記することになりました。詳細は、p.８「１８．実務家教員と当該授業科目の関係

性について」をご参照ください。 

最終ページにシラバス（セルフ）チェックシートを用意させていただいておりますので、シ

ラバスをご提出する前に、今一度ご確認くださいますよう、お願いいたします。 

 

２．シラバスレイアウト 
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３．Active Portalへログインする 

  シラバスを入力するには Active Portal にログインする必要があります。次のアドレス

「https://mizuho-c.ap-cloud.com/login」より Active Portalにアクセスしログインしてくださ

い。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

＜Active Portalアドレス＞ 

 https://mizuho-c.ap-cloud.com/login 

＜ログイン ID＞ 

本学より事前にご案内しました、ログイン ID

を入力してください。 

＜パスワード＞ 

本学より事前にご案内しました、パスワード

を入力してください。 

・ログイン ID、パスワードを入力後、【ログイ

ン】ボタンをクリックしてください。 

※ログイン ID、パスワードがご不明の場合(忘

れた場合も含む)は、教務・学生室までご連

絡ください。 

 

４．シラバス選択画面に移動する 

  Active Portalのメニュー画面より【シラバス登録】ボタンをクリックし、登録するシラバス

選択画面に移動します。 

 ※【シラバス登録】ボタンは、シラバスの登録期間内のみ表示されます。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

 

 

 

 

https://mizuho-c.ap-cloud.com/login
https://mizuho-c.ap-cloud.com/login
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５．シラバス選択画面に移動する 

  登録可能なシラバスの一覧より、登録を行うシラバスの右端にある【編集】ボタンをクリッ

クし、シラバスの内容確認画面を表示します。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

 

６．シラバス選択画面に移動する 

  シラバスの内容確認画面の左上にある【編集】ボタンをクリックし、シラバス編集画面に移

動します。 

  ＜画面イメージ＞ 
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７．変更不可項目について 

  科目の初期情報として、以下の項目は本学にて予め入力させていただきます。以下の項目は

修正することはできませんのでご承知おきください。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

1 授業名 授業の名称 6 担当教員 授業担当教員の氏名 

2 開講年度 対象となる年度 7 

配
当 

学部/学科 対象となる学部・学科等 

3 学期 授業が開講される学期 8 配当時期 主な対象となる学年 

4 シラバスコード シラバスの識別コード 9 曜日/時限 空白です 

5 科目コード 科目の識別コード 10 単位 科目の単位数 

 

８．本学で予め入力させていただく項目 

  科目の初期情報として、以下の項目は本学にて予め入力させていただきます。ただ、システ

ムの都合上修正可能な状態になっておりますが、決して修正しないようにしてください。 

 ※もし、修正確認された場合、本学にて訂正させていただきます。 

  ＜画面イメージ＞ 
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1 科目ナンバー 科目の順位制を示す番号 

2 授業形態 授業の形態（講義、演習、実習等） 

3 コース別必修・選択必修等 
学科、コースの必修、選択必修等 

空白の場合は選択科目 

4 授業時間＋自習時間 授業時間及び自学自習時間 

5 
学位授与の方針との関係 

(2023 年度以前の入学生向け) 

学位授与の方針（ディプロマポリシー）との関係性 

シラバス入力の際は、この内容にご留意いただき入

力願います。 

6 
学位授与の方針との関係 

(2024 年度以降の入学生向け) 

学位授与の方針（ディプロマポリシー）との関係性 

シラバス入力の際は、この内容にご留意いただき入

力願います。 
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９．実務家教員と当該授業科目の関係性について 

① 実務経験の有無について、ご回答ください（「有」もしくは「無」と記載）。 

② 実務経験がある場合は、「関連する職歴」と「実務経験と本授業との関連性及び授業にもた

らす効果」に詳細を記載してください。 

③ 実務経験がない場合は、「関連する職歴」と「実務経験と本授業との関連性及び授業にもた

らす効果」を空欄としてください。 

 

【記載時の注意点】 

① 実務家としての経験が、当該授業科目にどのように活かされているのか、授業との関連性が学

生に理解できるような表記で「実務経験と本授業との関連性及び授業にもたらす効果」の詳細

を記載してください。 

② 実務経験があっても、担当する授業科目の教育内容と関わりがなく、授業に実務経験を活かし

ているとは言えない場合は、「有」とは記載できませんのでご注意ください。 

 

＜実務経験の例＞ 

 

＜記載例＞ 

本授業科目に関連する

実務経験（職歴）の有無 
有 関連する職歴 

民間テニスクラブにて、テニスコー

チとして勤務。 

実務経験と本授業との

関連性及び授業にもた

らす効果 

テニスコーチとして、初心者から競技者まで幅広いレベルのテニス

プレーヤーを指導した経験から、受講者のレベルに応じた段階的な指

導を実践する。各学生のレベルに応じた指導を実施することで、より

主体的かつ効果的にテニスの技術習得を目指すことが期待できる。 

 

 

 

 

 

実務経験の一覧 

教員養成課程の授業科目を担当する教員で、初等中等教育の学校（幼稚園、小学校、中学校、

高等学校）教員の勤務経験を有する者 

官公庁（独立行政法人、国立研究開発法人などを含む）の勤務経験を有する者 

民間企業（企業の研究所を含む）の勤務経験を有する者 

非営利団体の勤務経験を有する者 

自営業である、あるいは自営業であった者 

臨床系の国家資格（医師、看護師、薬剤師、理学療法士、管理栄養士など）を有し、臨床系の

勤務経験を有する者 

上記以外の勤務経験を有する者（専修学校、保育士など） 
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１０．履修条件の記入について 

ナンバリング（履修の順序、科目ナンバー）に基づいて、既修すべき科目（高等学校までの

授業内容の復習を含む）がある場合や、履修人数に上限を設定したい場合は、ここにご記入く

ださい。 

 ※前提とする科目を追加等、カリキュラムに関係する内容を追加する場合は、事前に本学教務・

学生室にご相談ください。独自の判断で追加する等はおやめください。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

  ＜記入例＞ 

《履修人数に上限を設定したい場合の記入例》 

   安全配慮から xx人まで 

   ※人数制限に関しては、教室等の施設のキャパシティーより、本学にて別途設定させ

ていただく場合がありますのでご承知おきください。 

《資格によって学生を制限する場合の記入例》 

   教職課程（保健体育）に登録している学生を優先とする。 

   教職課程に登録している学生のみとする 

 

以下の制限を行う場合は、カリキュラムに関係しますため事前に本学教務・学生室にご相

談ください。 

《履修する上で特定の科目の単位を修得していない学生の履修を認めない場合の記入例》 

○×科目の単位を修得していること。 

《特定の科目の単位を修得していない学生であっても履修は認めるが、当該科目の知識を

有する必要がある場合の記入例》 

○×科目の単位を修得していることが望ましい。または、同時に履修していること。 
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１１．履修する上の留意点の記入について 

履修条件としないが留意する事項がある場合、実習費等が別途発生する場合、資格等の取得

を目指す学生を対象とした科目の場合、履修するにあたって予め準備するものがある場合等は、

ここに記入してください。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

  ＜記入例＞ 

《履修条件としないが留意する事項がある場合の記入例》 

・○×学についての知識が十分にある者 

・○×科目の単位を修得していることが望ましい 

  ※こちらに記載した場合は、システム上の制限は発生しません。 

《教科書以外に別途費用が発生する場合の記入例》 

・学外見学等に実習費 xxxx円が必要となります 

・資格試験・講習等の受講に xxxx円が必要となります 

《資格等の取得を目指す学生を対象とした科目の場合の記入例》 

  ・○×資格取得を目指す学生の履修が望ましい 

《履修するに予め準備するものがある場合の記入例》 

  ・体育館シューズを準備すること 

 

１２．授業概要の記入について 

授業科目の内容と、授業を行う方法についてご記入ください。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

 （１）授業科目の内容の記入について 

   授業の概要、授業の目的はここにご記入ください。 

   ※記入にあたっては、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）及び、カリキュラム・ポリ

シーの内容にご留意ください。 

 （２）授業を行う方法の記入について 

 授業を行う具体的な方法について記入してください。特にアクティブ・ラーニング（能動

的学修）や ICTを取り入れた授業を行っている場合はその手法も具体的にご記入ください。 
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【アクティブ・ラーニングの例】 

「１７．学修計画の記入について （３）アクティブ・ラーニングの実施について」に示すア

クティブ・ラーニングの要素を含む授業方法を参考に記載するとともに、実際に実施する授業回

の「学修内容」欄及び「アクティブ・ラーニングの実施方法」欄にも記載してください。 

＜記入例＞ 

《授業方法の記入例》 

・グループでの○○実践の事例検討やロールプレイなどによって、○○○における諸問題や

支援について理解を深める。 

・パワーポイントを用いて講義を行い、個人ワークやディスカッションをしながら、○○

の必要性について学ぶ。講義の最終日には、各班、プレゼンテーションを行う。 

・教科書及び授業プリントに基づき講義を行う。提出レポートを用いて、グループワーク

もしくはペアワーク・発表・意見交換等を行い、○○○について考察する。 

・講義を主に行うが、グループワークやディスカッションなども取り入れ、知識の共有を

図る。 

 

「教学マネジメント指針」（令和 2年 1月 22日 中央教育審議会大学分科会）用語解説から

抜粋 

 

大学等におけるアクティブ・ラーニングとは、一方向性による知識伝達型の学習方法では

なく、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。 

学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経

験を含めた汎用的能力の育成を図る。 

発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・デ

ィスカッション、ディベート、グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法

である。 

 

【ＩＣＴを活用した例】 

授業内でパソコン、タブレット端末、電子黒板やクリッカー機能等を活用し、教員と学生ある

いは学生間での交流を生み出すような双方向型授業を実施している場合、その旨を明示してく

ださい。 

また、ICTを活用した自主学習支援（みずほドリル、e-ラーニングシステム等）を行っている

場合も記載してください。（自主学習支援として記載の場合、大学が学生の学習状況を把握して

いることが条件となります。） 

 ＜記入例＞ 

《授業方法の記入例》 

・収集した資料や撮影した画像を加工・編集して、プレゼンテーション用資料を作成する。 

・授業において、タブレット端末等を使って発表の様子を録画し、観点に沿って振り返ること

で課題を見つけ、改善してゆきます。 

・Microsoft Formsを使い、毎回小テストを実施する。 

・事前学習用の講義資料を○日前に Teamsに掲載するので、授業前までに確認しておくように。 

・授業の理解度を「アンケート機能」を使い把握します。  

・Active Portalの「レポート機能」を使って Word形式で課題を提出してもらいます。 



12 

 

１３．到達目標、評価方法、割合の記入について 

成績評価の基準を示すものとして、到達目標と評価方法、割合をご記入ください。 

（１）到達目標の記入について 

  ＜画面イメージ＞ 

 
   ①履修を通して到達すべき目標の内容を具体的にご記入ください。 

    授業を修了した段階で、できるようになってほしい行動を、学生を主語にして「○○で

きる」という表現で示してください。 

    また、到達目標は「知識・技術の獲得」に限らず、「態度」や「技能」の領域に及ぶ授業

科目もあります。 

   ②到達目標は最大 6 目標が設定できます。到達目標を追加する場合は【項目を追加する】

（上記画面イメージの青枠で囲まれた箇所）ボタンをクリックしてください。到達目標

を削除する場合は、各到達目標の右側にある【×】（上記画面イメージの赤枠で囲まれた

箇所）アイコンをクリックしてください。到達目標の順番を入れ替える場合は、到達目

標欄左側の数字の上の【三】（上記画面イメージの緑枠で囲まれた箇所）をドラックする

ことにより移動することが可能です。 

  ※到達目標は 500 文字以上入力することはできません。 

 

（２）評価方法と割合の記入について 

   ①各到達目標に対応する評価方法と、評価の割合をそれぞれご記入ください。 

    複数の到達目標を同一の評価方法で評価する場合であっても、必ず、到達目標に対して

１：１になるように評価方法と、評価の割合をご記入ください。 

 なお、評価の割合欄は必ず整数で、評価割合の合計が 100となる様に、ご記入ください。

小数点や％等の入力はお控えください。 

②出席は単位修得の前提の条件であるため、出席点を加算することは望ましくありません。

出席率、出席点といった内容での評価の記入はお控えください。 

   ③平常点を評価する場合であっても、出席点での加算となる様な表現はお控えください。 

 ④評価方法を追加する場合は【項目を追加する】（上記画面イメージの青枠で囲まれた箇所）

ボタンをクリックしてください。評価方法を削除する場合は、割合項目の右側にある【×】
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（上記画面イメージの赤枠で囲まれた箇所）アイコンをクリックしてください。評価方

法の順番を入れ替える場合は、評価方法欄左側の数字の上の【三】（上記画面イメージの

緑枠で囲まれた箇所）をドラックすることにより移動することが可能です。 

 ＜画面イメージ＞ 

 

  ＜記入例＞ 

《評価方法の記入例》 

【授業態度】、【小テスト】、【自主学習態度】、【レポート】、【プレゼンテーション】 

【定期試験】 ※試験、テスト、定期テスト、筆記試験の記載は定期試験で統一願います。 

【作品】、【成果発表（口頭・実技）】等 

《割合の記入例》 

  良い例 ･･･ 60   誤った例 ･･･ 60% ･･･ 60.5 ･･･ 6割 

 

１４．教科書・参考書の記入について 

 （１）教科書の記入について 

 授業で使用する教科書を具体的にご記入ください。 

 授業での使用頻度が高く購入しなければ授業に支障が生じるもののみ指定してください。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

①教科書等を使用しない場合であっても空欄とはせず、「なし」、「特になし」、「使用しない

と」等、不要であることが分かる内容をご記入ください。 

②授業で教科書を使用する場合は、教科書をなるべく具体的（書籍名、出版社、著者）に

ご記入してください。出版社、著者が解らない場合は空白でも問題ありません。 
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③授業では教科書使用せず配布プリント等で行われる場合は、その旨ご記入ください。そ

の際は、出版社、著者は空白としてください。 

④教科書を複数ご利用される場合は、【項目を追加する】（上記画面イメージの青枠で囲ま

れた箇所）ボタンをクリックして、教科書の情報を入力してください。教科書を削除す

る場合は、著者の右側にある【×】（上記画面イメージの赤枠で囲まれた箇所）アイコン

をクリックしてください。教科書の順番を入れ替える場合は、教科書欄左側の数字の上

の【三】（上記画面イメージの緑枠で囲まれた箇所）をドラックすることにより移動する

ことが可能です。 

⑤教科書としてされた書籍の手配は大学側で行います。 

 

 （２）参考書の記入について 

 授業内容をより深めるための書籍や、学生の自学自習に役立つ書籍を具体的にご記入くだ

さい。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

①記入方法等は教科書と同じですので、教科書の記入方法を参照願います。 

   ②参考書に指定された書籍は、教科書販売時には販売いたしませんので、ご承知おきくだ

さい。 

 

１５．オープンな教育リソースの記入について 

授業の教材等として利用又は自主学習教材として学生に活用して欲しい、オープンな教育リ

ソースとして提供されている教材（インターネット上の公開されている学習コンテンツ、教育

ソフトウェア等）を記入してください。 

  ＜画面イメージ＞ 
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＜記入例＞ 

・日本○○学会『○○学って何だろう』 

https://.......//○○○○/◇□△□/index.html 

・JMooc講座 「GIGA スクール構想の実現に向けて」 

https://www.sainou.or.jp/senseimanabi/course/21103.html 

・JMooc講座 「プログラミング教育が目指すもの」 

   https://www.sainou.or.jp/senseimanabi/course/210608.html 

・JMooc講座 「英語力をアップさせる指導法」 

   https://www.sainou.or.jp/senseimanabi/course/210318_2.html 

 

１６．学生へのメッセージの記入について 

学生に伝えたいことメッセージ等がありましたら、ここにご記入ください。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

＜記入例＞ 

・主体的に行動することを望みます 

・毎時間レポート課題がありますが、熱意をもって取り組みましょう 

・資料の予備は保管しません。出席者同士でコピーすること。 

 

１７．課題（学修内容）に対するフィードバックの記入について 

本学では全ての科目においてフィードバックを実施することと致しました。但し、本学によ

るフィードバックの考えは、学生のアウトプット（試験、レポート、作品、発話等）に対する教

員の反応、評価だけでなく、前回授業内容の振り返り等も含めています。 

実施するフィードバックの内容を「課題に対するフィードバック」の欄に具体的に記入して

ください。 

レポート課題については、可能な限り、授業担当教員ご自身が直接学生へ返却することを原

則とし、個々のフィードバックをお願いします。 

＜画面イメージ＞ 
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＜記入例＞ 

・予習確認テストに関しては、テスト終了後に解説を行い、後日採点して返却する。 

・実習とグループワーク課題に関しては、授業中に巡回して指導を行う。 

・毎回の授業冒頭において、前回授業内容の振り返りを行い、学生の理解度を確認してか

ら次の授業内容を進める。 

・授業終了時に回収したコメントシートについて、重要なコメントを抜粋し、次回授業で

クラス全体に向けて回答を共有する。 

 

１８．学修計画の記入について 

   各授業回の学修内容及び、学修課題を入力してください。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

（１）学修内容の記入について 

①授業は、半期（前期あるいは後期）15回以上、通年は 30回以上、クォーターは 8回以上

の内容をご記入ください。 

②上記の回数には試験（定期試験、中間試験等）のみの回は含めませんので、ご承知おき

ください。 

③定期試験は最終授業の次の回（半期科目であれば 16回目）にご記入ください。 

④各回で行う予定の具体的な授業テーマや内容をご記入ください。 
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⑤連続して同じテーマで講義を行う場合、以下の「各回の授業内容の記入時の注意事項に

ついて」に従ってご記入ください。 

⑥集中講義についても半期 15回の設定で授業計画をご記入ください 

⑦授業を追加する場合は【項目を追加する】（上記画面イメージの青枠で囲まれた箇所）ボ

タンをクリックしてください。授業を削除する場合は、アクティブ・ラーニング欄の右

側にある【×】（上記画面イメージの赤枠で囲まれた箇所）アイコンをクリックしてくだ

さい。授業の順番を入れ替える場合は、授受欄左側の数字の上の【三】（上記画面イメー

ジの緑枠で囲まれた箇所）をドラックすることにより移動することが可能です。 

 

＜各回の授業内容の記入時の注意事項について＞ 

・連続して同じテーマで講義を行う場合、それぞれの各回の詳細を必ずご記入ください。 

同じテーマでⅠ、Ⅱといった表現はお控えください。 

例 × 第 6 回 事例研究Ⅰ   ○ 第 6回 事例研究Ⅰ（西洋における…） 

    第 7 回 事例研究Ⅱ     第 7回 事例研究Ⅱ（日本における…） 

    第 8 回 事例研究Ⅲ     第 8回 事例研究Ⅲ（現在の…） 

・授業内容を作成する際は、評価方法との整合性（評価方法欄に記載された内容が、授業

内容に反映されているか）等にご注意ください 

例 評価方法の欄に定期試験があるのに授業計画に定期試験がない、又はその逆等 

 

 （２）学修課題（予習・復習）の内容の記入について 

各回で行う授業内容に関して、事前に自学自習してくる課題または学修内容について、学

生にどのようなことを行うことを求めているのか、具体的にご記入ください。 

 

＜学修課題（予習・復習）の内容記入に関して、ご留意いただきたいこと＞ 

「単位制」に関して本学では、学則第 21 条(単位の計算方法)において、以下の通り定

めています。 

各授業科目の単位は、1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする 

内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業に 

よる教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により 

単位数を計算するものとする。 

一 講義及び演習については、15時間から 30時間までの範囲で別に 

定める時間の授業をもって 1単位とする。 

二 以下省略 

 

現行カリキュラムでは、大部分の講義及び演習科目を、2 単位即ち 90 時間の学修を必

要とする内容で構成することとしています。その内の 30時間分（全学修内容の三分の一）

を授業内学修分（毎週 1コマ・2時間×15週）としています。（実際には、90分×15週＝
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1,350分＝22.5時間で 7.5時間不足するが、慣例で 30時間としている。） 

従って、「学修計画」欄の右欄「自学自習課題・内容」では、残りの 60時間の学修を必

要とする内容を自学自習課題・内容として課して頂くようお願いします。例えば、毎回 4

時間程度の学修を必要とする新たな内容を課して頂くことになります。課す以上は、その

実（成果）を担保できる仕組みとして、レポート・ディスカッション・定期試験等をお考

えください。当然のことながら、授業の時間はこの中に含めません。これらを踏まえたう

えでご記入ください。 

 

《具体的な記入例》 

・「○×△□について調べレポートに纏める」 → 「○×△□について調べ、レポート

に纏め提出する」 （評価方法にレポートの項目を記入する必要があります。） 

・「○×△□について調べておくこと」 → 「○×△□について調べ、定期試験に備え

る」 （評価方法に定期試験の項目を記入する必要があります。） 

・「自学自習課題の成果は、小テスト、小論文にて評価する」、「自学自習課題の成果につ

いては、授業に取り組む姿勢、学修の到達度にて評価する」等を記入する。 

 

（３）アクティブ・ラーニングの実施について 

本学では全ての科目においてアクティブ・ラーニングを全授業回数の 1／3 以上実施するこ

とと致しました。但し、極端に一方向的な講義形式でなければスタイルに捉われることなく、

少しでも学生との関わりを持ち学修への参加を促す工夫があれば、その教育方法が本学の称す

るアクティブ・ラーニングとなります。適宜、学生に質問したりすることで、学生の理解度を

把握する等の取り組みもアクティブ・ラーニングと捉えており、柔軟な対応をお願いします。 

アクティブ・ラーニングを導入する予定の授業回（※全授業回数の 1／3以上）の「アクティブ・

ラーニングの実施」の欄に、以下の A、B、C、Dに分類された方法から実施内容を選択してくだ

さい（複数選択可，入力例：A，C）。 

 

分類： A．教員と学生による双方向的な対話 

方法 説明 

質問法（Q＆A） 

教員が問いを投げて学生の回答を引き出し、両者の問答を繰

り返すことによって、学生が自ら正しい答えに到達できるよ

うに導いていく手法 

ミニッツ・ペーパー 
授業時に配布し、学生に授業のポイントや疑問、理解度、評

価などを数分で記入させ回収する手法 

クリッカー 
ICT機器（スマートフォン、PC等）を使用して、学生が意思

を表示する手法（Microsoft Teams、Google Form等活用） 

EQトーク 

講義の時間に、教材に「いいね」「共感する」「大事」と思っ

たところに「！」を書き入れ、「疑問」「反論」「もっと知りた

い」と思ったところに「？」を書き入れることを指示する手

法 

その他の手法  
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分類： B．学生が複数名（3人以上）で行うグループワーク 

方法 説明 

ディスカッション（討議法） 
テーマを設定し、グループでの議論・討論を通して理解を深

める手法 

ディベート 
あるテーマに対して賛成・反対に分かれて、立論・反論とい

った論戦をし、競わせる手法 

ワールド・カフェ 
カフェのようなリラックスした雰囲気の中で 1つのテーマで

4～5人で対話を行う手法 

ライティングディスカッショ

ン 

教員が出した課題に対する自分の意見を用紙に書いて、別の

人と交換する手法 

ブレイン・ストーミング 

課題について自由勝手に思いつきやアイデアを出し合い、そ

こから想像や連想を働かせていくことによって、さらに多く

のアイデアを生み出していこうとするアイデア発散させる

手法（ノートや付箋紙に書かせて発表） 

TBL（チーム基盤型学習） チームでテストを解かせる手法 

その他の手法  

分類： C．学生が 2人で行うペアワーク 

方法 説明 

ペアワーク ・短い文章について議論させる 

・課題に対する関心についてインタビューさせる 

・書かれた文章について批評・校正させる 

・相手がやってきた課題に対して質問させる 

・授業内容を要約して説明させる 

・教員に対する質問を一緒に作らせる 

・事例や練習問題を一緒に解かせる 

・お互いにテストをさせる 

・教員からの質問に一緒に答えさせる 

・授業ノートを比較させる 

・その他 

分類： D．実践的な学習 

方法 説明 

ロールプレイング 
実際の場面を想定して、学生にその場面における役割を与

え、演技させる手法 

模擬授業 
教職課程科目等において、学生に授業計画を立てさせ実際に

授業運営を行わせる手法 

サービス・ラーニング 
教室における学習と、地域社会の諸課題を解決するために用

意された社会貢献活動を組み合わせた手法 

フィールドワーク 

教室から出て、現場を実際に訪れ、その対象を直接観察し、

関係者に聞き取り調査やアンケート調査を行い、現地での史

料・資料の採取を行うなど、学術的に客観的な成果を上げる

ための調査手法 

その他の手法  
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１９．シラバスの提出について 

   シラバスの入力後は、画面上部また下部にある【一時保存】または【提出】ボタンの何れ

かをクリックしてください。画面上部にある【戻る】ボタンをクリックした場合、ブラウザ

の「戻る」や「閉じる」を行った場合は、入力した内容は保存されませんのでご注意くださ

い。 

  ＜画面イメージ＞ 

 

 

  （１）一時保存する 

    入力したシラバスの内容を一時保存します。一時保存されたシラバスは次回編集時に自

動的に読み込まれます。シラバス編集期間内であれば、提出ボタンを押すまで何度でも修

正することが可能です。 

  （２）提出する 

    入力した内容にてシラバスを提出します。提出されたシラバスはシラバス編集期間内で

あっても修正することはできません。 

  （３）提出したシラバスを修正する 

    提出したシラバスを修正する場合は、シラバスの内容表示画面内にある【状態の変更】

リストより「未提出」状態にすることにより、シラバス編集期間内であれば再度修正でき

るようになります。 

 

〖最後に〗 

作成頂いたシラバスは、本学教務委員会により確認させていただきます。場合によ

りましては、ご相談あるいは修正をお願いすることもございますこと、ご承知おきく

ださい。 

 特に、個々の科目に定められた「学位授与の方針との関連性」について、ご留意く

ださいますようお願いいたします。 
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シラバス（セルフ）チェックシート 

 

シラバス提出前に、以下の項目に沿って☑を入れながら、担当科目のシラバスの内容を今一度

ご確認ください。 

□ 変更不可項目（科目ナンバー、授業概要、実務家教員関係項目、コース必修等、授業

時間、学位授与方針との関係性）に変更を加えていないか。 

□ 「愛知みずほ大学シラバス作成要綱」に沿って記載しているか。 

 □ 「履修条件」の内容が適切か。 

 □ 「履修する上の留意点」の内容が適切か。 

 □ 「到達目標、評価方法、割合」の割合が整数となっているか。また、合計が 100

となるか。※小数点、％の利用は不可。 

 □ 「到達目標、評価方法、割合」の評価方法で、出席率、出席点等により評価を行

っていないか。 

 □ 「教科書・参考書」を利用しない際に、「特になし」、「使用しない」等が記載さ

れているか。※空白としない。 

 □ 「教科書・参考書」で２行目以降にナンバーが振られているか。 

 □ 学修計画の「学修内容」が試験を除き、半期科目は 15週分、通年科目は 30週分

の授業回数を確保しているか。 

 □ 学修計画の「学修内容」で連続して同じテーマで講義を行う場合、授業回毎の詳

細を記載しているか。 

 □ 学修計画の「自学自習課題・内容」が、科目の単位数に対して適切な時間を要す

るものとなっているか。 

 □ アクティブ・ラーニングを実施するとしている授業で、何れかの授業回にその内

容がアルファベット大文字で記載されているか。 

 □ アクティブ・ラーニングを全授業回数の 1／3以上実施することになっているか。 

 □ 本授業科目に関連する実務経験（職歴）の有無が明記してあるか。 

 □ 「有」とした場合、実務家としての経験が、当該授業科目にどう活かされている

のか、授業との関連性が学生にも理解できるような表記となっているか。 

□ 課題（試験、レポート等）に対するフィードバック方法が記載されているか。 

□ 資格取得に関係する科目については、届け出ているシラバスの内容を変更していない

か。 

□ 「学位授与方針との関係性」に沿った授業内容となっているか。 

□ 記入漏れがないか。 

 


